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Englishhasamultitudeofword-pairsbasedongenderdifferences･Intheirusage,
however,manyofthepairedwordshavenotbeentreatedequauyinastrictsenseascan
typicallybeseeninthecaseofm`an'and w`oman: Thepresentarticlediscussesthemost
basicissueofmasculineandfemimnetermsmainlythrough ahistoricalperspective.Our
ling山sticmaterialhereisSam uelRichardson'spamela(1740)whichofersgoodexamplesto
showgenderandclassdifferencesofaddressforms;foritsthemeconcemsamaid-servant's
connictagainsthermasterandhisequals.Wehopetoexploretheauthor'ssocialattitudes
reflectedintdschoiceofgender-specificwords.
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はじめに
日本語における｢男女｣｢雌雄｣｢夫婦｣｢翁姫｣｢紳
士淑女｣,英語における m`ale/female,‥man/woman,I
'boy/girl∴host/hostess'など,性別に基づく対語
は枚挙にいとまがない｡これらの語のペアはそれぞ
れ一見対等であるように思えるが,実はそうではな
いケースが多々ある｡社会的な力関係や各時代の価
値観により,男女を表す語の扱われ方が異なるため
である｡
本稿では,18世紀の代表的作家samuelRichardson
(1689-1761)のPamela(1740,以下Pam)を主要資
料に,｢男女｣に関する基本的な対語について,そ
の用法や意味のバリエーションを分析する｡必要に
応 じて,同時代の他の作品-HenryFieldingの
JosephAndrmJ)S(1742,以下JA)とOliverGoldsmith
のT78eVicarofWakefield(1766,以下VW)-を併せ
て調査し,後期近代英語期の呼称の一端を浮き彫り
にしたい｡1また,当時の慣用表現を現代英語のも
のと比較すると共に,作家の特徴,使用の傾向を吟
味していくo
1.事前考察
日本語の場合と同様,英語においても性別に基づ
く対語は豊富で,その役割も多種多様である｡まず,
その例をいくつか挙げておこう｡
(1)a.man-woman
b.boy-girl
c.husband-wife
d.lord-lady
e.master-mistress
上掲の各組はそれぞれ相対する関係とされるが,実
際にはその働きは対等ではない｡ ■man'が ｢男性｣
だけでなく性別に拠らない ｢人間｣を表すことは,
周知の通 りであるO ちなみに,｢人類｣を表す
m`ankind'では,強勢 (stress)の位置によって意
味が異なる｡
(2)a.mankind lmaenlkalnd]一一一｢人類｣
lmaenkamd]---｢男性｣
b.womankind [lwumankalnd]--｢女性｣
通常 N`ounl+Noun2'から成る複合名詞の強勢は,
第一要素 (Nounl)の方に置かれる｡よって,強勢
の点からすると, w`omankind'と同じ強勢が無標
(unm打ked)で,第二要素 (Noun2)に強勢のある｢人
類｣の方が有標 (marked)であると言える｡いずれ
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にせよ,後者は意味的にNoun2の k`ind'の方に重
きが置かれるのが自然である｡
また,この ｢人間｣という一見性の区別のないと
思われる語も,例えば,SaraMils(1995:89)で挙
げられている以下の例から明らかなように,完全に
中立とは言えない｡2
(3)*Manisamam malwhichbreastfeeds!垂child.
Milsによると,例文(3)は F`ormanypeople,this
sentencesolmdsstrange"(ibid.)であり∴man'と
共に,伝統文法で総称 (genelic)とされてきた代名
詞 h`e仙is仙im'が中立ではないことにも領ける.3
他にもSaraMills(1995:111)を参照すると,以
下のような例が挙げられる｡
(4)a.cleaninglady
b.*cleaminglord
(4a)はごく普通のコロケーションであるのに対し,
(4b)は "clearlyanimpossibleitem"(ibid.)である｡
c`leaninglady'に代わる語 としては c`leaning
woman'があるが,1970年代から1993年までの現
代イギリス英語 1億語から成るBritishNational
Corpus(以下BNC)では,前者の頻度が19回,徳
者が15回である｡4言うまでもなく, c`leaninglord'
の例はBNCに皆無である｡スピーチの呼びかけで
ある l`adiesandgentlemen'という組み合わせを応
用して, c`learLinglady'を c`leaninggentleman'に
置き換えたところで,やはり"soundsstrange'に
あることに変わりはなく,無論BNCに一例もない｡
このように, m`an'と w`oman,I l`ord'と l`ady'
は,対語でありながらもその関係は対等でない｡尚,
l`ady'と l`ord'の関係については,OxfordEnglish
Dictionary(以下OEDe)の l`ady'のI.4.a.の項に,
"Originaly,thewordconnotedadegreeequalto
thatexpressedbylord;butitwas(likeitssynonyms
inal1Europeanlan岩s.)earlywidenedinapplication,
whilethecorrespondingmas°.termretainedits
restrictedcomprehension."(初例 :cl205)と解説
されている｡
さらに,日常的な b`oy-girl'という対語を歴史
的観点から見てみると,共に語源の定かでない語で
あるが,b`oy'が当初から ｢男児｣であるのに対し,
'girl'の方は性の区別なく用いられた語である｡
O ED2の g`irl'の第 1項にも "†Achildoryoung
personofeithersex,ayouthormaiden."(初例
C1290-最終例C1450)と記載されている｡中英語 (以
下ME:MiddleEnglish)の時代の詩人chaucerによ
るneCanterburyTales(1387?-1400)では, g`irl'
が以下のような使われ方をしており,(5b)の方は
oEDBの用例となっている｡
(5)a.songay匪担,- HathbroghtyowthusuporL
theviritoot. (T7LeMiuer'sTale3769-70)
b.IndaungerhaddeheathisownegiseThe
yonge由垣 ofthediocise,-
(GeneralPrologue664)
DaviS他編集によるAChaucerGlossaryによると,
(5a)の g`erl'は g`irl,I(5b) g`irles'は 'pl.young
people'であ り,上渇 の例文 を引用 したThe
RiversideChaucerの注釈には,(5a)の g`aygerl'
は g`ood-lookinggirl,'(5b)の g`irles'は y`oung
women,I y`oungpeople'と記されている｡OEDBで
は, k`navegirl=boy,Igaygirl=youngwoman'で
あるが,現代英語 (以下PE:Present-dayEnglish)
と同じ g`irl'の初例は1530年であるので,16世紀
になってからのことである (OEDB,S.V.g`irl,In.2.
a.)｡ちなみに,かつて b`oy'を表すのに使われて
いた k`navegirl'の k`nave'は,もともと英語と共
通のゲルマン語派に属するドイツ語の K`nabe'と
同 じ語源で m`alechild'であった (OEDB,S.V.
k`nave,'n.†1.,初例alO50-最終例C1460)｡ドイツ
語では ｢少年｣の意味が現代に至るまで保たれてい
るのに対し,英語では ｢悪漢｣という意味に変わり
(n.3.,初例 :C1205),語義の悪化 (deterioration,
pejoration,degradation)が起こっていることがわ
かる｡
同様に,意味変遷の観点から,以下の (6a)(6b)
を見てみよう｡
(6)a･Sheishismistress･
b.Heishermaster.
master'や m`istress'は,それぞれ｢(男)主人｣｢女
主人｣,｢男性教師｣｢女性教師｣という意味がある｡
また m`istress'は,"Awomanwhohascommand
overaman'sheart;awomanwhoislovedand
courtedbyaman"(OEDBs.V.m`istress,'n.I,10.a,
初例 :1509)から,かつては ｢恋人｣(Sweetheart)
という意味であった｡しかしながら,pEで (6a)
のような文において m`istress'が使用された場合,
通常 ｢情婦,愛人,妾｣と解釈される｡5-万,(6b)
の m`aster'は｢情夫,愛人｣という意味にはならず,
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これらの語も対等ではない｡前述の l`ady'の場合
と併せて考えてみると,一般に,女性を表す語が意
味の変化,とりわけ語義の悪化が起こりやすいので
はないだろうか｡
2.基本的な対語の頻度
本論に入る前にPamにおける基本的な対語の頻
度を調べておく｡参考までにJAにおける頻度を併
記する｡6
[表1]
(7) Male/Female Pan JA
a. man 300 373
WOman 189 176
b. mankind 7 20
womenkind 1 0
C. boy 8 50
d. lad 1 16
lass 2 0
e. gentleman 202 276
lady 666 321
pamとJAの作品間では.たとえば l`ad'に作家の
使用傾向の差が窺えるが, m`an-woman'の比率
が類似していること∴gentleman'よりも l`ady'の
頻度が高いということが共通している｡
さて, l`ady'の頻度は,Pamの中で600回以上あ
り g`entleman'よりも圧倒的に多いのに対 し,
man一一WOmam'の比率は m`an'の方が高頻度であ
る｡男女の頻度の差は,登場人物の性別にも拠るの
であるが,その点については,Pamの場合,むしろ
女性の登場人物の方がはるかに多い｡ m`an'の頻度
の方が高い傾向は,JAの場合も同様である｡しかも,
pamにおいて, m`an'が中立の ｢人間｣という意味
で使用される回数は少なく,大半が ｢男性｣の意味
である｡それでは,なぜ m`an'という語が w`oman
よりも高頻度であるのか,それぞれの語の使われ方
を,pamを中心に調査してみたい｡尚,作品から引
用する例文にはキーワードとなる語の使用者 (登場
人物名)を記しておくが,必要に応じては,話し手
と聞き手の関係を矢印で表記し,それぞれの社会的
身分 ･立場や力関係を示しておく｡7
3.'Man'vs.'woman
最も基本的な対語である m`an●と w`oman'で
あるが,共に m`anservant,‥ femaleservant'とい
う特定の意味がある｡8特に後者がPamの中で頻繁
に使用されている｡
(8)a･I丘ndmy些坦JohnhasbeentheManagerof
theCorrespondence,… (PanI.122,Mr.B)
b･Shesaid,Shewouldnotsuferanybodyto
atendbutherWoman...,
(PanI.247,hdyDevers)
C･HerWomanbegg'dherLadyshiptowalk
down; (PanII.251,N.)
woman'に関して,女性語の研究家であるJane
Mils(1989:2651267)は,この語が古英語 (以下
OE:01dEnglish)の ｢女性｣を表す w`g'と｢人間｣
を表す m`an(nj から成る w`ifman'であること
を解説した上で,この w`ifhan'が, a`dultfemale
person'と f`emaleservant'の両方の意味を併せ持
っていたことに触れている｡OED2による初例も,
servant'の意味の m`an'が14世紀であるのに対
し, w`oman'の方はOEの時代に遡り,歴史が古い｡
他方, m`an'には h`usband'という意味がある｡
旧来の慣用では m`anandwife'が h`usbandand
wi托'の代わりによく使われていたが,Pamにおい
てもその使用が見られる｡9
(9)Wh y,Aunt,Saidhe,ifthey'reactuallymarry'd,
there'snoHelpfor't;andwemustnotmake
MischiefbetweenManandWi鉛.
(PanI.259-60Jackey=〉bdyDavers)
この m`anandwife'はPEにも根強く残っており,
BNCには63例見られる｡但し,husbandandwife'
では406例もあり,今ではこの組み合わせの方が優
勢となっている｡
さて, m`an, w`omanlが a`manof‥.: a`
woman of..:のようなフレーズで用いられる際に
は,身分や男女に関係なく,対等に用いられている｡
qo)a.Ifoundherweldispos'd;butshewould
advisewithSirSimon,who,by-the-by,isnot_a
Man ofextraordinaryCharacterforVirtue;
(PanI.179,N.)
b.WehaveheretheWidowLadyJones,
Mis仕essofagoodFortune,andaWomanof
些 堕,Ibelieve. (PanI･171,N.)
C.myLadywasaWoman ofGaiety,whohad
beenbless'dwithamwI1-Education,Endnever
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spokeofanyofherCountryNeighbours,by
anyotherAppeuationthanthatofT7wBrutes･
(JA21)
しかしながら,上記の場合を除 くと, m`an,
w`oman'が指す対象者に違いが出てくる｡ m`an
の場合,以下の (lla)のような身分の低い者に使
用されるだけでなく,(llb)(1lc)のように,lord'
や s`ir'の身分の男性に対しても用いられることが
ある｡
ql)a.TheGardenerlookslikeagoodhonest些 ;
butheiskeptataDistance,andseems
reserv'd. (PanI.147,N.)
b....heintendstogotoLondonagairLStnext
Birth-day,toseetheCourt;andourFolkswm
haveit,heistobemadeaI.ord.-Iwishthey
wouldmakehimanhonestMan,...
(PanI.86,N.)
C.IfearmoreforyourPrettinessthanfor
anythhgelse;becausethebestManinthe
些 mightloveyou:
(PanI.23,Mrs.JerviS=⇒Pam ela)
無論,以下の (12a)の通り, g`entleman●とい
う語も丁寧語や身分の高い男性への敬称として多用
されてはいるが,[表1]の数値が示す様に,その
頻度は l`ady'に比べかなり低い｡その分 m`an'と
いう語が,特にヒロインによる語りの部分では,上
流階級の人物に対してもたびたび使用されているの
である｡一方,(lib)(1lc)と同格の身分の女性に
対して用いられる語は,(12b)に示したように,過
常 w`oman'ではなく 1ady'である｡
(12)a ThisveryGentleman(yes,Imustcallhim
Gentlertun,tho'hehasfallenfromtheMeritof
thatTitle)hasdegradedhimselftooffer
FreedomstohispoorServant:(PanI.16,N.)
b.ForsuchathingwouldruinhisCredit,as
welasmine,youknowWh O,tobesure,may
expectoneofthebestLadiesintheLand.
(PanI.1011,N.)
このように,女性の場合は,往々にして w`oman
という語で示される者と l`ady'で示される者の身
分に線引きをされる｡この点に関して,前述のJane
Mils(1989･.267)は,"TowardstheendoftheC18th
womanbegantobeusedincontrastexplicitor
implicit,withlady"と指摘している｡OEDeにも同様
のことが記載されているが,その意味における初例
の年号は1788年で,Pamよりも少し時代を下るこ
とになる｡10 しかしながら,既にPamにおいてもこ
の傾向が芽生えているのではないかと思われる｡
というのも,pamの中で w`oman'の対象となっ
ているのは, L`ady'の称号を持たない一般の女性
を始め,身分の低い女性である｡例えば(13a)(13b)
の例文中のMrs.JerviSとMrs.Jewkesであるが,そ
れぞれPamelaの奉公先の主人の家政婦頭である｡
(13)a･Mrs･Jeruisisajustgood堅聖聖,and,next
tomyFatherandMother,thebestFriendI
haveintheWorld. (PanI.57,N.)
b.0then,saidI,takewithyouthismost
wickedWoman,thisvileMrs.Jewkes,asan
EamestthatImaybelieveyou!
(PanI.279,Pamela=〉Mr.B)
C.Wh ynow,saysshe,howstrangelyyoutalk!
ArenotthetwoSexesmadeforoneanother?
AndisitnotnaturalforaGent,lemantolovea
pretyWoman?Andsupposehecamobtainhis
Desires,isthatsobadascutingherThroat?
AndthentheWretchfenalaughing,andtalk'd
mostimpertinently,日.
(Pan1145-46,Mrs.Jewkes⇒Pamela)
とりわけMrs.Jewkesは,他にも "Thenaughty
璽担型廻"(PanI･141),"thisbarbarous璽担型些
(panI･150),▲`theconfident塑型型"(PanI.160),
t`hisvile竺堅塑型"(PanI.182), s`oil-principleda
塑 型墾"(PanI･165),"thisBruteofa竺些
(Pan I･226)∴ h`ideous塑型壬型!"(PanI.249),
"thesuperlativelywicked竺型 '(PanI.277),
"abominable些型些"(PanI.278),"thismerciless
Woman"(Pan I･311),"theclownishWoman,
(panII.203)など意味的に好ましくない修飾語で
度々形容されている｡
(13C)の w`oman'は,文脈から判断すると,
OED2の w`oman'の第3項 に "†a.Alady-love,
mistress,"(初例 :α13-)で示されている ｢愛人｣
の含みがある."Obs.'となっているように,PEで
はこの意味においては廃語である｡
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ちなみに,以下の (14a)(14b)においては,高
貴な身分の女性にも w`oman'が用いられている｡
(14)a.wehavealsooldSirSimonDamford,and
hiskb,whoisagoodWoman;andtheyhave
lWoDaughters,virtuousyoung些 軍･
(PamI.171,N,)
b.Heinterruptedherthen,andsaidwrathfuly,
Begone,ragefulWoman,begonethisMoment
frommyPresence!
(PanI.250,Mr.B=〉LadyDavers)
(14a)の前半部 "oldSirSim onDarTLford,andhis
地 ◆'の二重下線部は,OEDeの l`ady'の第7項に
示されているSirの称号を持つ夫の ｢妻｣という意
味の L`ady'(令夫人)である｡1この ■Lady'を修
飾する関係代名詞節の中では,同一語の繰り返しが
避けられ,性別を述べるだけの中立の意味として
woman'が使用されているが,後に続く二人の娘
には,"virtuousyoungkdi亘'となっている｡
｢令夫人｣としての L`ady'は18世紀の上流社会
で広く行き渡っており,oEDeには "Inthe18thand
theformerhalfofthe19thc.thewiderusewas
prevalentinpolitesociety"という説明が加えられ
ている (ibid.)｡しかしながら,この語は意味の悪
化を受け,PEでは "butisnowregardedasvulgar,
esp.inthephraseyourgoodlady.'(ibid.)となっ
ている｡いずれにせよ,目下の者が高貴な身分の女
性に対して w`oman'を使用する範囲がより厳密に
制限されている点では, m`an'の場合とは異なるの
である｡尚,これらの語の不均衡についてはPEに
もその名残があり,Trudgil([1974]20004:187)は,
以下のように指摘している｡
Theconnotationsofthewordlady,forexample,
areratherdifferentfromthoseoftheword
gentleman,andaSfw asusageisconcerned,lady
isinmanyrespectsactuallyanequivalenttoman.
ManyEnghshspeakersteltheirchildrenthatitis
impolitetocallorrefertosomeoneasawoman
(butnotaman).
ここで再びpamにおける w`oman'の話に戻す
と,(14b)では,(13b)のMrs.Jewkesに対するよ
うな w`oman'の使われ方が見られる｡この一文は,
令夫人と同格の身分である弟(Mr.B)の発言である｡
さらに,ここには,姉に対する ｢怒り｣や ｢反発｣
などネガティブな感情も働いている｡このように,
woman'が呼格 (vocative)で用いられると,特
に軽蔑的な含みや苛立ちなど強い感情が込められる
ことが多い｡PEにおいても使用されるが,OEDBに
ち,1.dの項に "Asamodeofaddress'の場合,
"Now(exceptdial.andinrenderingsofforeign
modesofspeech)usedchieflyderogatorilyor
jocularly."(初例 :C1230)と記されている｡
次の引用 (15)には,呼格の w`oman'を始め,
呼称表現に階級意識が際立って現れている｡下線部
がどの登場人物のことを指しているのか,直接名前
が出ているもの以外についてそれぞれ示しておく｡
網掛けで表示した言葉からも, w`oman'に ｢軽蔑｣
の感情が込められていることが明らかである｡
(15)Mrs.Jewkes,cominginwiththeflrStDish,she
said,Doyouexpectanybodyelse,Mrs.Jewkes,
that,youlaytheClothforThree?Saidshe,I
hopedyourLadyshipandMadamwouldhave
beensowelreconcil'd,thatshewouldhavesat
downtoo.-Wh at,meanstheclowmishWoman?
saidmyLady, Couldyouthink
theCreatureshouldsitdownwithme?Shedoes,
Madam,andpleaseyourLadyship,withmy
Master･-Ⅰdoubtitnot,goodWoman,saidshe,
andlieswithhimtoo,doesshenot?Answerme,
Fat-face!-HowtheseLadiesareprivileg'd･
(PanH.203)
･YourLadyship,myLady:LadyDavers
･Madam:(結婚により身分の上がった元女中の)Pamela
･theclowrdshWoman:Mrs.Jewkes
･theCre加 e:Pam ela
･goodWoman:Mrs.Jewkes
･Fat-face:Mrs.Jewkes
さらに,Pamや他の18世紀の作品から呼びかけ
の w`oman'の例をいくつか挙げると,以下の通り
である｡
(16)a･Wh atyouhavetosay,BQman,SaidmyLady,
youmayspeakbeforeme,
(PanI.203,LadyDavers=〉Mrs.Jewkes)
b.Woman,Saidshe,dothoubesilentJ!
(PanII.207,LadyDavers=〉Mrs.Jewkes)
C.Hush,hush!goodWoman,SaidI,alludingto
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myLady'sLanguagetoMrsIJewkes;myLady
wantsnotyourAssistance:
(panI.208,Pam ela⇒IJadyDaver'swaiting一maid)
d. I`facks,agoodStory,CriesMrs.7hliber,
-topreachtomymaster: 'silence,Woman,
Cries7hliber,‥. (JA150)
e. H`ow,woman!'criedltoher,`isitthuswe
treatstrangers?Isitthuswereturntheir
kindness?Beassured,mydear,thatthese
weretheharshestwords,andtome仙emost
lmpleasingthateverescapedyourlips!'
(VW65)
pamの中では,上掲の (15),(16a)(16b)のように,
LadyDaversが家政婦のMrs.Jewkesに向かって使う
台詞の中でたびたび見かけられる｡(16C)は,この
LadyDaversの口癖を真似た (特に引用 (15)の中
でLadyDaversが使っている g`oodWoman'を真似
た)pamelaの言葉である｡また,(16d)(16e)の
ように,夫が妻に向かって言うこともよくある｡上
記の例は,(16C)以外は全て怒り任せに発せられて
いる言葉である｡感情のはけ口として使用され,対
象は話者よりも身分が低い,立場の弱い女性である｡
LadyDaversによる軽蔑的な呼びかけは,中年の
Mrs.Jewkesに対しては w`oman'であるが,16歳
程度のうら若いPamelaに対しては w`oman'では
なく, g`irl'や c`hild'である｡参考までにそれぞ
れ一例を挙げておく｡
(17)a.pamela,Pamela,Saidshe,andtapp'dmeon
theShoulder,twoorthreetime,inAnger,thou
hastlostthyInnocence,Girl;
(PanI.200,LadyDavers=〉Pamela)
b.Child,Saidshe,thouartveryimpertinentto
myKinsman;
(PanI.209,LadyDavers=〉Pamela)
以上のように,Pamの中では,この w`oman'と
いう語が,特に令夫人LadyDaversによって頻繁に
用いられるため,(18)のような動詞にもなっている｡
(18)Andshecalledher,anothertime,Fat-Face;and
woman'dhermostviolently.
(PanI.239,Pamela⇒Mr.B)
oEDeにも w`oman'のV.3.の項に, T`oaddressas
woman‥'で記載され,上掲の (18)の箇所が初例
となっている｡上述の文脈が生み出した品詞転換
(conversion)と言える｡
続いて, m`an'の例に移る｡
(19)a.DostthounotseeyoungMadam iswel?
Wh atailsthee,Man?
(PanI.153,Mr.B=〉Mr.Andrews)
b.Why,surely,Man,thouforgettestwhom
thoutalkedto!
(PanI.125,Mr.B=>Mr,Andrews)
C.pr'ythee,Man,recolectalittlewhoIam;
andifIam nottobebeliev'd,whatsigni丘es
talking? (ibid.)
ここではPamelaの主人であるMr.Bが,Pamelaの
父親に対して m`an'で呼びかけている｡このよう
な呼格について,OED2には,ⅠⅠ.の4.eの項に "Used
inthevocativebywayofintroducingaremark,or
parentheticaly"(初例 :α1400)と記されている｡
さらに"nowusuallyimplyingcontemptorimpatience
と加えられ,PEではやはり ｢軽蔑｣や ｢苛立ち｣
といったネガティブな含みがある｡
このように無冠詞で呼びかけとして使われる
woman,' m`an'の用法は,PEでも特に口語でよ
く使用されるのであるが,その歴史は古く,上記の
通りMEの時代に遡る｡さらに,PEの m`an'は,
本来の意味を失い,単なる虚辞 (expletive)として
間投詞同様に用いられることが多い｡この点に関し
て,OED2には "Henceinmoregeneraluseasaform
ofaddresstobothmenandwomen,asa
meaninglessexpletive,Orasaninterjection
expressingsurprise,delight,deepemotion,etc."i
指摘され,性別に関係なく用いられる｡
ちなみに,PEでは b`oy'も,特にアメリカ口語
英語で o`h,boy!'というように感嘆詞として使用
されることが多いが,OED2の第9項に "acoloq.
(orig.U.S.)exclamationofshock,surprise,
excitement,etc.;freq.usedtogiveemphasistoa
statementthatfolowsit.'(初例 :1917)と記載さ
れている｡本来の意味が消え,聞き手も話者も男女
に関係がなく,この点において, w`oman'や g`irl'
とは異なる変遷である｡
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4.'Mankind'vs.'womankind'
このセクションでは,事前考察のセクションで触
れた m`ankind,' w`omankind'について,Pamか
らの例と比較しておきたい｡
CZO)a.sweetExce1ence!saidhe,thisbecomes
you;butIknowtheWorldandMankindtoo
wel;tho'Ⅰmusthear,andsee,andsay
nothing!(PanI.57,Mr.Longman=〉Pamela)
b.Ojudge(buthowshallyouseewhatI
writeりofmydistractedCondition,tobe
reducedtosuchaPassastodesiretolay
TrapsforMankind! (PanI.150,N.)
C.Andtho'itwasatI血gtobelamented,yet
whenheandIshouldsetabouttoreform
MankindinthisRespect,weshouldhave
enoughuponourHands; (PanI.180)
(21)But,dearFatherandMother,whatSortof
CreaturesmusttheWomen-kindbe,doyouthink,
togivewaytosuchWickedness? (PanI･90,N･)
pamでは, w`omankind'は,(21)のように,複数
形の w`omen-kind'の形で現れるo m`ankind'の方
の頻度は7回であるのに対し, w`omankind'は一
例のみで,JAにおいても,前者が20回あるのに対
し後者の例はないので,`womankind'は m`ankind'
に比べ頻度がかなり低いと言える｡PEにおいても,
その傾向は変わらず,BNCにおける m`ankind'の
頻度は803回もあるのに対し,w`omankind'の方は
わずか11回 (`womenkind'では0回)に過ぎない｡
既述の通り,pEでは m`ankind'は第二要素に強
勢が置かれ ｢人類｣という意味で使われることが通
常であるが.Pamの場合は,(21)の w`omen-kind'
(oEDe,S.V.`womankind:n.1"TYLefemalepartofthe
hlmanraCe;thefemalesex;womeningeneral:')に対
応する m`ankind'(OED2,S.V.m`ankind,'n.A.I.3
"nlemalesex;PersonsOfthemalesex.")が多い0-
万, w`omankind'が一例もないJAでは, m`ankind'
が ｢人類｣という意味でも多用されている｡
5.G`entleman'vs.`Gentlewoman'
現代 g`entleman'の対語というと,慣用的に
l`ady'が浮かぶ｡しかしながら,形の上での対応
から言うと. g`entle'+ m`an'に対して g`entle'
+ w`oman'であるO この g`entlewoman'という語
は,古期フランス語 (以下OF‥OldFrench)の g`飢til-
femme,' g`enlifemme'に由来するのであるが,ち
ともと A`woman ofgoodbirthorbreeding'を意味
し,同じくoFの g`entil2lhom'に由来し A`manof
gentlebirth'を意味する g`entleman'に対応する｡12
0ED2における初例と最終例も,前者がcl230-1890,
後者がcl27511884で,ほぼ同時期である.しかしな
がら,18世紀において g`entleman'に対応する女
性語は,以下の例の様に,PE同様,g`entlewoman
ではなく l`ady'の方である｡
¢2)IstherenoGentleman orLadyofVirtueinthis
Neighbourhood,towhomImayfly,Onlytil1can
findawaytogettomypoorFatherandMother?
(PanI,165,Pamela=>Mr.Wiliams)
それでは, どのような女性に対 して g`entle-
woman'が用いられるのか,まずpamからの例を
見てみたい｡
㈹a.Itelyou,IwinmakeaGentlewomanofyou,
ifyoubeobliging,anddon'tstandinyour
ownLight.Andsosaying,heputhisArm
aboutme,aLndkiss.dme.
(PanI.19,Mr.B=〉Pamela)
b.Notbuttheyarecivltomeinthemain,for
Mrs.Jenis'ssake,.‥;andtheystandinAwe
ofher,knowinghertobeaGentlewoman
born,thoughshehashadMisfortunes.
(PanI.10,N.)
C.GoodyourHonour,saidthewel-meaning
Gentlewoman,PityandforgivethepoorGirl:
(pamI.36,伝違部 :N.,
被伝達部 :Mrs.JeⅣis⇒Mr,B)
d.But,poorGentlewoman!shecannotlive
withouthim: (PanI.74,N.)
e.SaidtheFarmer'swife,You'ubeverywen
旧edhere,Ⅰ'lassureyou,youngGentlewcman,
andhavebetterConverLiencesthan 打Iy-Where
intheVjiuage.
(pani.136,Famer'swi托⇒Pamela)
(23a)はMr.Bが,Pam elaを女中から g`entlewoman
の身分に上げるという甘言で誘惑しようとする箇所
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である｡(23b)か ら (23d)に出るMrs.Jervisは
Mr.B邸の家政婦頭で,Pa仇の中では g`entlewoman
の対象とされる典型的な女性である｡膿しくない家
柄の出で,それなりの教養,マナーを身に付けてい
る女性として措かれているo(24e)では,女中であ
りながらも,気品を備えたpamelaに対して,見知
らぬ農夫の女房が用いている｡
一方,JAでは w`aiting-gentlewoman'という複
合語でよく使われてお り,その主な対象は,Sir
Thomas邸の家政婦頭のMrs.Slipslopであるo
㈱a.AdamshadnonearerAccesstoSirT7wmas,
OrmyIJady,thanthroughtheWaiting-
Gentlewoman:forSir77wmaswastooaptto
estimateMenmerelybytheirDress,Or
Fortune; (JA21)
b･M∫S･SlipsloptheWaiting-Gentlewoman)
beingherselftheDaughterofaCurate,
preservedsomeRespectforAdams; (ibid･)
この g`entlewoman'はOED2の第2項の "Afemale
atendant(orig.agentlewomanbybirth)叩Onaladyof
rank."(初例1432J(ト最終例1854)の意味で,令夫人
に仕える侍女である｡"NowonlyHist."と付け加えら
れるように,PEではこの意味では通常使われない｡
いずれにせよ,これまでの考察から明らかなように,
g`entleman'に対応する語は,`gentleworLan'ではなく,
後者は前者に比べて意味上の下落が起こっているこ
とがわかる｡
ちなみに.PEでは "ladiesandgentlemen"が呼
びかけの常套句である｡Pamにおいても呼格以外
では "ladiesandgentlemen"の語順も見られるが,
呼格では,"gentlemenandladies"の語順である｡
CS)Excuseme,GentlemenandLadies,SaidI;
(PanH.235)
BNCには "ladiesandgentlemen"が270回であるの
に対し,"gentlemenandladies"の方はわずか4回
のみで,しかもその多くは呼格ではない｡この語順
について,OED2には以下のような興味深い用例が
ある｡13
1808GroseAntiq.Rep.I.405Allpublicaddresses
toamixedassemblyofbothsexes,tilsixtyyemars
ago,commencedGentlemenandLadies:atpresent
itisI.adiesandGentlemen.
19世紀初頭より∴ l`adiesandgentlemen"の語順が
定着してきたことが辿れる貴重な説明である｡
おわりに
本稿では,RichardsonのPamを資料に,性別に
基づく対語について, m`an,‥ woman'を中心に分
析したopamを選んだ理由は,当時としては画期
的なことに若い女中が主役で,そのヒロインの周り
を取り巻く人物には,身分の高い者も低い者もいる
と言う点で,性差や階級差のような社会言語学的観
点からの考察にふさわしいと判断したからである｡
18世紀においては,女性の場合,社会的立場の差
が特に意識され,それが登場人物の呼称の使用に明
確に現れていた｡よって,呼称のバリエーションも,
男性の場合よりも豊富である｡現在もなお,女性に
特定される語の中には,多かれ少なかれその名残が
残っているものがある｡
さて,PEでは, g`entleman'に対応する語という
と,まず l`ady'が浮かぶ｡しかしながら,女性の
敬称として用いられる l`ady'が本来対応するもの
は l`ord'(場合によっては s`ir-)である｡紙面の
都合上 今回の論考では, l`ady'については詳細な
考察に及ばなかったが,日常よく見かけるこの語の
歴史的奥行きも深く,今後の考察としたい｡
注 :
1.本文に直接示してしているもの以外の略語は,
以下の通りである｡
a:ante,'before, 'notlaterthan'/C:circa,
'about'/C･:century/coloq･:coloquial,-ly,-ism/
dial∴dialect,-al(ly)/esp∴especialy/freq∴
frequently/Hist.:Historical(ly)/ibid.:ibidem /
lanes:languages/masc,:masculine/n.:noun/N,:
Narrative/Obs.:Obsolete/Orig.:originally/phr.:
phrase/pl.:plural/Sc.:Scotish,Scots/S.V.:sub
voce. u`ndertheword'/V.:verb/†:obsolete/
*:incorrectorinappropriate
2.以下,ボールド体,下線部,網掛けなどの強調
は,全て筆者による｡
3.PC(PoliticalCorrectness)により,20世紀後半
より m`an,‥man kind'よりも,h`umanbeings'と
いうより一般的な語が使用されるようになっては
いるが, m`an'や m`arLkind'が廃語となっている
わけではない｡
4.Brigham YoungUniverityの MarkDaviesによ
る BNC (`BYU-BNC:BritishNationalCorpus
htp:/corpus.byu.edtdbnc/)を利用0
5.OEDBには "asweetheart,lady-love"の後に,
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"(Nowavoidedinordinaryuseexc.inuleq山vocal
contexts.)'と括弧付きで加えられている (初例 :
1509)｡
6.Pamの語嚢数が22万語を上回るのに対し,JA
の場合は12,3万語程度で,およそ10万語の開き
があるが,ここでのポイントは各対語の割合であ
るので.厳密な生起率の比較については省略する｡
7.各引用文の出典は,テキス トの項を参照｡スピ
ーチの話し手と聞き手 (場合によっては,手紙の
｢送り主｣と ｢受け取り主｣)の関係は,キーワー
ドの使用者とそのキーワードが向けらjtた者のこ
とを意味する｡矢印のない ｢N.｣については,ヒ
ロインによる語り(narrative)を表す｡
8.OEDe,S.V. m`an,～.1ⅠⅠ.10.a"Amanservant;a
valet."(初例 :a13-)0
OED,S.V.`woma叫 n･I.2-`Afemaleservant,esp･a
lady'smaidorpersonalatendant."(初例 :a766)0
9.OEDB,S.V.`man,n.18.a"Ahusband.NoworLly
sc.anddial.,exc.inphr.manandmfe."(初例 :
α1300)｡
10･OED2,S.V. w`oman,n･Ⅰ･l･h"Incontrast,
explicitorimplicit,with l`ady.‥'(初例 :a1788)0
ll.OEDB,S.V･l`ady,'n･7"Wife,consort･Now,as
intheoriginaluse,chieflyrestrictedtoinstances
inwhichtheformaltitleof'Lady'isinvolvedin
therelationship."(初例 :cl205)0
12.OEDe,S.V.`gentlewoman,'n.1.(初例 :C1230)0
oEDB,S.V.`gentleman,'n.1.a.(初例 :C1275)0
13･OED2,S･V･gentleman,n･4･b"lnpl･usedasa
politetermofaddresstoacompanyofmenof
whateverrank(correspondingto'sir'insing.).
†Alsoinsing.tooneman."(初例 :1579)｡
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